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「
は
じ
め
て
の
消
防
訓
練
」

と
名
付
け
ら
れ
た
訓
練
が
先
月

九
日
、
体
感
！
し
だ
み
古
墳
群

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＝
上
志
段
味
前

山
＝
で
行
わ
れ
、
同
施
設
職
員

や
守
山
消
防
署
員
、
キ
リ
ク
こ

ど
も
園
＝
上
志
段
味
樹
木
＝
園

児
ら
約
八
十
人
が
参
加
し
た
。

同
施
設
と
消
防
署
が
連
携
し

た
訓
練
は
初
め
て
で
、
園
児
た

ち
も
実
践
的
な
訓
練
に
取
り
組

む
の
は
初
め
て
。
人
気
の
テ
レ

ビ
番
組
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら

れ
、
展
示
室
の
入
り
口
付
近
か

ら
火
が
出
た
と
想
定
し
た
。

施
設
職
員
が
消
火
器
で
初
期

消
火
を
行
っ
た
後
、
展
示
室
に

い
た
園
児
ら
を
誘
導
。
園
児
ら

は
手
で
鼻
と
口
を
覆
い
な
が
ら

足
早
に
歩
き
、
建
物
の
外
へ
避

難
し
た
。
訓
練
に
は
消
防
車
両

四
台
も
加
わ
り
、
十
五
㍍
級
は

し
ご
車
と
タ
ン
ク
車
が
屋
根
に

向
け
て
放
水
を
行
っ
た
。

講
評
で
は
、
松
井
致ち

也や

子こ

館

長
が
「
大
規
模
な
訓
練
は
初
め

て
で
、
い
い
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま

◇
第

回
守
山
区
小
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
卓
球
交
歓
大
会
（
十
月

「
令
和
４
年
度
守
山
区
少
年

柔
道
大
会
」
が
十
月
三
十
日
、

守
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
＝
竜

泉
寺
二
＝
で
開
か
れ
、
六
十
人

以
上
の
中
学
生
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
た
。

区
役
所
や
区
体
育
協
会
、
市

体
育
協
会
ほ
か
が
主
催
し
、
中

日
新
聞
守
山
販
売
店
連
合
会
が

後
援
。
三
年
ぶ
り
の
大
会
で
、

区
制
六
十
周
年
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
も
実
施
さ
れ
た
。

参
加
し
た
の
は
、
区
内
の
四

つ
の
中
学
校
と
二
カ
所
の
柔
道

場
で
競
技
に
親
し
ん
で
い
る
中

学
生
ら
。
国
際
柔
道
連
盟
試
合

審
判
規
定
と
、
国
内
に
お
け
る

「
少
年
大
会
特
別
規
定
」
に
の

っ
と
っ
て
大
会
が
行
わ
れ
、
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
る
個
人
戦
と

団
体
戦
で
競
っ
た
。
結
果
は
次

の
通
り
（
敬
称
略
）
。

▽
個
人
戦
〈
一
年
生
の
部

男
子
〉
①
中
村
優
希
②
狗
田
鷹

典
③
櫻
井
孝
樹
③
半
田
怜
大

〈
二
・
三
年
生
の
部

男
子
〉

①
柘
植
宣
就
②
浅
野
達
弥
③
蓮

井
大
地
③
山
川
蓮
〈
一
年
生
の

部

女
子
〉
①
菊
岡
心
結
②
水

谷
友
香
③
杉
本
遥
光
③

島
樹

里
亜
〈
二
・
三
年
生
の
部

女

子
〉
①
曽
我
友
香
②
峰
杏
佳
③

濵
口
紗
凪
③
中
島
優
良

▽
団
体
戦
〈
男
子
〉
①
守
山

中
②
志
段
味
中
③
一
久
柔
道
ク

ラ
ブ
③
守
山
西
中
Ａ
〈
女
子
〉

①
守
山
中
Ａ
②
志
段
味
中
③
守

山
中
Ｂ
③
守
山
中
Ｃ

名
古
屋
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
は
先
月
十
六
日
、
結
成
六

十
周
年
を
記
念
し
て
時
計
塔
を

名
古
屋
市
に
寄
贈
。
設
置
場
所

の
名
鉄
瀬
戸
線
小
幡
駅
前
＝
小

幡
南
一
＝
広
場
で
同
日
、
贈
呈

式
が
開
か
れ
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
守
山
市
と
名

古
屋
市
の
合
併
に
よ
り
守
山
区

が
誕
生
し
た
翌
月
、
一
九
六
三

年
三
月
に
結
成
。
以
来
、
地
域

へ
の
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
」

に
合
わ
せ
て
車
で
見
回
る
「
愛

の
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
は

五
十
年
以
上
続
け
て
い
る
。

今
回
の
寄
贈
は
、
区
役
所
や

保
健
所
な
ど
〝
区
の
顔
〟
と
し

て
の
施
設
が
あ
る
小
幡
に
、
持

続
性
の
あ
る
も
の
を
設
置
し
よ

う
と
会
員
で
意
見
を
交
わ
し
て

決
め
た
。
贈
呈
式
で
は
、
志
水
博ひ

ろ

次し

会
長
が
児
玉
透
区
長
に
目
録

を
贈
呈
。
ま
た
、
児
玉
区
長
か

ら
志
水
会
長
に
市
か
ら
の
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
た
。

時
計
塔
は
高
さ
三
・
九

㍍
、
太
陽
電
池
式
の
電
波
時

計
。
未
来
に
向
か
っ
て
の
び

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
デ
ザ
イ

ン
し
た
と
の
こ
と
。
「
時
間

の
確
認
は
も
ち
ろ
ん
、
待
ち

合
わ
せ
の
場
所
に
し
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
志
水
会
長
。
今

後
に
つ
い
て
は
「
社
会
の
実

情
に
合
わ
せ
、
地
域
に
根
差

し
た
活
動
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

名
古
屋
市
に
時
計
塔
を
寄
贈

名
古
屋
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

陸
上
自
衛
隊
第
一
〇
師
団
は

先
月
十
三
日
、
守
山
駐
屯
地
＝

守
山
三
＝
で
「
創
立

周
年
記

念
行
事
」
を
開
催
し
、
観
閲
式

や
観
閲
行
進
を
行
っ
た
。
一
般

開
放
さ
れ
た
駐
屯
地
内
で
は
模

擬
店
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
催

さ
れ
、
約
六
千
人
が
訪
れ
た
。

守
山
区
に
司
令
部
を
置
き
、

東
海
・
北
陸
六
県
の
防
衛
・
警

備
を
担
当
す
る
第
一
〇
師
団
は

一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年

一
月
に
創
立
。
災
害
派
遣
や
民

生
協
力
、
国
際
平
和
維
持
と
い

っ
た
活
動
を
続
け
て
い
る
。

観
閲
式
で
は
、
中
野
義
久
師

団
長
が
「
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ

れ
期
待
に
応
え
る
、
地
域
と
と

も
に
あ
る
第
一
〇
師
団
と
し
て

任
務
の
遂
行
に
務
め
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
隊
員
八

百
人
以
上
、
車
両
約
百
両
、
ヘ
リ

な
ど
航
空
機
七
機
に
よ
る

観
閲
行
進
が
行
わ
れ
た
。

音
楽
演
奏
も
催
さ
れ
、

第
一
〇
音
楽
隊
が
、
空
包

の
大
砲
と
の
共
演
「
ア
メ

リ
カ
野
砲
隊
」
ほ
か
曲
を

披
露
。
ま
た
、
隊
員
ら
が
敵

と
味
方
に
分
か
れ
て
、
バ

ト
ラ
ー
（
レ
ー
ザ
ー
光
線

に
よ
る
交
戦
訓
練
装
置
）

を
使
っ
た
大
掛
か
り
な
戦

闘
訓
練
を
繰
り
広
げ
た
。

そ
の
ほ
か
、
焼
き
そ
ば

や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
カ

レ
ー
な
ど
の
キ
ッ
チ
ン
カ

守
山
区
地
域
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
（
略
称
・
守
山
区
女
性

会
）
に
よ
る
「
芸
能
発
表
会
」

が
先
月
四
日
、
守
山
区
役
所
＝

小
幡
一
＝
講
堂
で
催
さ
れ
、

百
近
く
用
意
さ
れ
た
客
席
は

ほ
ぼ
埋
ま
っ
て
い
た
。

同
協
議
会
は
守
山
区
の
誕

生
（
一
九
六
三
年
）
と
と
も

に
発
足
し
、
現
在
の
会
員
は

三
十
―
八
十
代
の
約
二
百

人
。
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）

を
促
す
「
環
境
バ
ザ
ー
」
開

催
の
ほ
か
、
最
近
で
は
「
地

域
い
き
い
き
世
話
や
き
お
ば

さ
ん
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
育

て
支
援
に
つ
な
が
る
活
動
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。

芸
能
発
表
会
は
、
会
員
ら

が
同
好
会
の
よ
う
に
し
て
楽
し

み
な
が
ら
学
ん
で
い
る
こ
と
を

披
露
す
る
年
一
回
の
場
。
こ
と

し
は
十
組
、
六
十
人
以
上
が
コ

ー
ラ
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
な

ど
で
舞
台
に
登
場
し
た
。
客
席

で
は
踊
り
に
合
わ
せ
て
手
を
動

か
す
姿
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
大

き
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
た
。

「
地
域
の
人
と
人
と
の
絆
を

深
め
て
『
懸
け
橋
』
と
な
れ
る

よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
同

協
議
会
の
田
澤
悦
子
会
長
。
ま

た
「
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
に
つ
な

が
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
ほ
し
い
」
と
入
会
を
呼
び

か
け
て
い
た
。
問
い
合
わ
せ
は

同
協
議
会
事
務
局
（
区
役
所
地

域
力
推
進
室
）
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
４
５
２
７
＝
へ
。

コ
ー
ラ
ス
や
民
謡
、ダ
ン
ス
も
披
露

区
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
「
芸
能
発
表
会
」

ー
、
隊
員
に
よ
る
模
擬
店
も
並

び
、
買
い
求
め
る
人
が
行
列
。

菊
華
高
校
筝
曲
部
ら
が
演
奏
す

る
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
た
。

昼
前
に
傘
の
花
が
咲
き
始
め
た

が
、
駐
屯
地
は
大
い
に
に
ぎ
わ

っ
た
。

園
児
ら
と「
は
じ
め
て
の
消
防
訓
練
」

体
感
！
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

区
の
新
た
な
魅
力
を
掘
り
起

こ
し
、
地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
す
る
の

が
狙
い
で
、
コ
ン
テ
ス
ト
と
し

て
は
五
回
目
。
テ
ー
マ
は
「
『
自

然
』
あ
ふ
れ
る
守
山
」
と

「
『
歴
史
・
文
化
』
の
息
づ
く

ま
ち
守
山
」
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
と
し
五
月
か
ら
八
月
に
か

け
て
の
作
品
募
集
に
六
十
一
点

が
寄
せ
ら
れ
、
十
五
点
が
一
次

審
査
を
通
過
。
さ
ら
に
九
月
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
上
と
区
役
所

ほ
か
で
の
一
般
投
票
、
審
査
員

に
よ
る
投
票
が
実
施
さ
れ
、
入

賞
作
品
五
点
が
決
ま
っ
た
。

「
皆
さ
ん
が
、
守
山
区
の
い
い

と
こ
ろ
を
個
性
的
に
撮
っ
て
く

れ
た
」
と
児
玉
透
区
長
。

最
優
秀
賞
・
神
戸
さ
ん
の
作

品
は
、
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
の
滑
り
台
で
遊
ぶ
五
歳
の
長

男
と
三
歳
の
次
男
を
収
め
た
一

枚
。
「
天
気
予
報
と
（
シ
ダ
レ

ザ
ク
ラ
の
）
開
花
情
報
を
気
に

　区制60周年記念「守山区魅力写真コンテスト」の表彰

式が先月10日、守山区役所＝小幡１＝で行われ、最優秀

賞に選ばれた神戸晴香さんをはじめとした入賞者へ表彰

状が贈られた。� 　※入賞者・作品の紹介部分は敬称略

し
な
が
ら
訪
れ
、
来
園
者
が
減

っ
て
き
た
こ
ろ
を
見
計
ら
っ
て

撮
っ
た
」
と
の
こ
と
。

家
族
で
出
か
け
る
こ
と
と
カ

メ
ラ
が
趣
味
と
い
う
神
戸
さ

ん
。
「
こ
れ
ま
で
も
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
で
入
賞
し
た
こ
と
が
あ

る
け
ど
、
初
め
て
表
彰
式
に
出

席
で
き
た
の
で
、
す
ご
く
う
れ

し
い
」
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

た
、
蟹
江
弘
副
署
長
が
「
お
う

ち
の
人
に
『
火
事
に
気
を
付
け

て
』
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
呼
び
か
け
た
。

訓
練
を
終
え
た
園
児
ら
は
消

防
車
両
を
見
学
。
「
か
っ
こ
い

い
」
や
「
す
ご
い
」
と
目
を
輝

か
せ
て
い
た
ほ
か
、
消
防
ホ
ー

ス
を
持
つ
体
験
で
は
「
重
い
」

の
声
を
上
げ
て
い
た
。

【
最
優
秀
賞
】
神
戸
晴
香
「
春
の
滑
り
台
」

【
優
秀
賞
】
長
澤
進
「
白
沢
渓
谷
の
滝
」

【
優
秀
賞
】
山
田
修
「
地
球
を
考
え
る
」

【
優
秀
賞
】
み
み
こ
（
フ
ォ
ト

ネ
ー
ム
）
「
釣
り
日
和
」

【
区
長
賞
】
ひ
ー
く
ん
（
フ
ォ
ト
ネ

ー
ム
）
「
名
古
屋
の
も
み
じ
寺
」

神
戸
さ
ん
（
中
央
）
ら
へ
児
玉

区
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た

数
多
く
の
車
両
が
登
場
す
る
な
ど
約


分
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
観
閲
行
進

こ
と
し
は
韓
国
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル

ー
プ
「
Ｂ
Ｔ
Ｓ
」
の
ダ
ン
ス
も
披
露

小
幡
駅
前
の
新
た
な
シ
ン
ボ

ル
の
誕
生
を
祝
う
出
席
者
ら

個
人
戦
・
女
子
で
入
賞
の
皆
さ
ん

個
人
戦
・
男
子
で
入
賞
の
皆
さ
ん

団
体
戦
・
男
子
で
優
勝
の
守
山
中

団
体
戦
・
女
子
で
優
勝
の
守
山
中
Ａ

３
年
ぶ
り
に
開
催
区
少
年
柔
道
大
会

観
閲
式
や
観
閲
行
進
駐
屯
地
開
放
で
に
ぎ
わ
う

陸
上
自
衛
隊
第

師
団
創
立

周
年
記
念
行
事

「区魅力写真コンテスト」
守山区の魅力を掘り起こす

三
十
日
、
志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
競
技
場
）
＝
中
日
新
聞
守

山
販
売
店
連
合
会
後
援

▽
リ
ン
ド
ウ
の
部
（
上
級
）

①
廿
軒
家
小
（
倉
橋
菜
穂
子
・

徳
増
隆
良
・
杉
本
弘
・
伏
屋
秀

明
）
②
守
山
東
中
Ｂ
（
神
谷
篤

史
・
岡
本
武
也
・
富
安
聡
・
杉

山
美
千
恵
）
③
守
山
東
中
Ａ

（
石
丸
達
也
・
山
下
至
人
・
桧

山
麻
里
）

▽
コ
ス
モ
ス
の
部
（
中
級
）

①
守
山
中
（
大
塚
素
子
・
都
築

隆
行
・
伊
東
忠
裕
・
青
木
伸

浩
）
②
天
子
田
小
（
伊
藤
茂
幸

・
佐
口
美
弥
子
・
安
里
ま
つ
え

・
安
楽
功
）
③
守
山
東
中
（
加

藤
博
史
・
富
安
直
子
・
岩
尾
文

香
・
湯
本
亜
希
子
）

▽
サ
ル
ビ
ア
の
部
（
初
級
）

①
大
森
北
小
（
中
平
浩
正
・
松

本
真
樹
・
伊
藤
春
代
・
牧
野
玲

子
）
②
守
山
東
中
（
佐
々
木
知

恵
・
下
方
裕
子
・
平
井
亜
矢

子
）
③
大
森
小
（
臼
井
ル
ミ
・

尾
関
宏
之
・
鷹
野
武
彦
・
成
瀬

麻
友
美
）
＝
敬
称
略

サ
ル
ビ
ア
の
部
で
優
勝
の
大
森
北
小

コ
ス
モ
ス
の
部
で
優
勝
の
守
山
中

リ
ン
ド
ウ
の
部
で
優
勝
の
廿
軒
家
小

訓
練
で
誘
導
す
る
施
設
職

員
と
避
難
す
る
園
児
ら
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